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はじめに

表紙に掲載した手書きの図は、神戸の地震時の揺れ(震度７)の強さをイメー

ジしたものです。図の右側は、地震発生で建物が大きく傾いた絵になっていま

す。右下の寝ている人の目線で見ると、実際にこのように家が傾くような迫力

のイメージになると思います。

この絵を良く見てください。家具固定のポイントを示しています。タンスの

上部の押さえをがっちり行い、タンス床面のノンスリップシートが底面を支え

て踏ん張れば、地震が来ても家具は転倒せず、移動もしません。

下の写真は、老老介護世帯の家具固定を行った時のもので、高齢者が日頃不

安に思っていた食器棚を揺すってみているところです。

このように、地震で倒れないように家具を固定しておけば、毎晩、安心して

寝ることができます。

さて、この家具固定のレシピは、誰にでも簡単に、わかり易く説明した家具

固定の事例書であり、しかも、多くの家庭を訪問し、家具固定の実践した経験

が入っています。

レシピとしたのは、料理のレシピのようにメニューに対して、料理の手順、

準備材料などのイメージで家具固定方法の手順とポイントを簡単にまとめたか

らです。
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家具固定にあたっては、まず家具の配置を考えます。玄関出入り口へ避難す

るスペースに影響しない場所であることや、寝る場所などに落下、転倒しない

など、配置場所への配慮が重要です。

しかし、現実には、部屋のスペースに余裕がないので安全上の問題があって

も、やむなく危険な配置になっているケースもあります。このレシピではこの

ような現実的な事例を対象に安全な家具固定を行い、訪問先のご承諾を得て紹

介しています。

家具類を効果的に固定する材料は、市販で簡単に手に入りますので、楽しみ

ながら家具の固定ができます。

今回は、試行的に「家具固定レシピ」を作成したものです。今後、皆様から

のご意見を参考に、より分かりやすく、使いやすい「家具固定レシピ」となる

ように改定を行っていきます。
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１ 地震発生による家具の転倒落下による被害

震度 7 の地震の発生で、室内の家具類は下の写真のように転倒または移動

します。逃げ場もありません。

1995 年の阪神淡路大震災での震度７の地域では、転倒した家具は、本棚が

５２％、食器棚３４％、タンス３０％もあり、また、ピアノは、１９％が倒れ、

６％が移動しました。この結果、家具の転倒・落下でケガをされた方は４６％

にも上り、半数近くの人が自宅の家具でケガをされたことになります。

資料：日本建築学会「阪神淡路大震災 住宅内部被害調査報告書」（1996 年）より

出典：総務省消防庁 ＨＰ

２ 安全な家具の配置と固定のポイント

ケガや閉じ込めの防止のため、以下のポイントで、家具の配置を考えます。

① 玄関の出入り口や避難通路のスペース確保

② 寝る場所では、転倒や落下に対する安全なスペースの確保

③ 台所では、食器棚や冷蔵庫などを固定し、転倒、移動による閉じ込め防止

これらの点が難しい場合には、なおさらしっかりした家具の固定が重要です。

家具の固定には、金具による固定、ポール、ストッパーの取り付け、滑り止め

の方法があります。
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３ 家具固定の実施事例

3.1 大型家具（食器棚、本棚、タンス、冷蔵庫）

(1) 壁に押し当てられる場合

タンスを例にして、基本的な固定方法を以下に示します。

①壁にタンスをぴったりと押し当てる。

②家具の前面底部をリフターで持ち上げ、ノンスリップシートを敷く注）。

③タンス頭部の両側にＬ字金具(アングル：転倒防止金具)を取り付ける。その

ために、家具を固定する壁の間柱の位置をセンサーで検討をつけ、針で刺して

確認する。

なお、壁との隙間が 1～2cm 程度なら家具を押し当てられなくてもＬ字金具で

固定できます。

注）：ノンスリップシートがないと、地震の時にタンス底面が滑り、家具を止

めているアングルのネジが飛ぶ。

(2) 壁に押し当てられない場合

1) 状況

・家具（食器棚など）の後ろが引き戸であったり、家具の裏にコンセントがあ

る場合、家具を壁に押し当てられず、隙間ができる。

・壁の幅木が 1cm ほど飛び出しているので、隙間ができる。

①壁に

ぴった

り押し

当てる

③Ｌ字金具

の取付け

②家具の底面には、畳のための安

定板(樹脂材)がある。その下にノ

ンスリップシートを敷く。

③Ｌ字金具

の取付け
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2) Ｌ字金具で固定する

写真では家具の後ろの壁下に幅木があり、壁

に押し当てられない上に、電源コードを通して

います。地震時には転倒のほか電気ショートも

心配です。

幅木の幅1cmの肩に電源コードを這わして固

定した上で、ノンス

リップシートを敷

いて家具を壁に押

し当てて、Ｌ字金具

で固定します。

3) 隙間を埋める

隙間に角材を両面テープで取り付けて、ワイヤーとターンバックルで固定し

ます（左下の写真）。この場合でも家具の下にはノンスリップシートを敷きま

す（下中央の写真）。

4)大きい隙間を埋める

次ページの写真では食器棚の後ろにコンセントがあるため、壁と食器棚の間

を 20cm 開けて、小物入れを置いています。

このような場合、食器棚の後ろに両面テープで発泡スチロールブロックをは

め込み、壁と食器棚の隙間を固定し、食器棚の頭部を結束バンドで固定します。

食器棚の底面にはノンスリップシートを敷きます。

Ｌ字金具で固定する。
電源コードは壁幅木の上を這わす。

Ｌ字金具で両側を固定する。

ノンスリップシートを敷く。

ターンバックルの例 食器棚の反対側は戸を引き込むた

め、くさびが入らないので代わりに

支え板を取り付けた。

角材で隙間を埋める。

ターンバックルで固定する。

ノンスリップシートを敷く。

角材とターンバックル

角材の代わりの支え板
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(3) Ｌ字金具や結束バンドが使えない場合

1) 状況

壁や家具にビスを打ち込めない。

2) 角材のクサビによる固定

①天井がベコベコと柔らかい場合、角材のクサビを奥側の壁と天井の間にはめ

込み、家具の両側を固定します。家具の底面にはノンスリップシートを敷きま

す。

②壁に間柱がない場合、同様に、上の梁との間に角材のクサビを両側にはめ込

み、家具底面にはノンスリップシートを敷きます（次ページの写真）。

写真では食器棚裏の発泡スチロ

ールブロックは見えていない。
ノンスリップシートを敷く。

発泡スチロールブロックを隙間にはめ込

み、結束バンドで家具頭部を固定する。

発泡スチロールブロックで固定していた

が、天井がべコベコで固定機能がない。

角材のクサビを奥の壁と天井の間に打

ち込んで両側とも固定する。

角材を両側の隙間にはめ込む。天井が柔らかいため効果がない。

改善前 改善後
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3) 突っ張り棒による固定

突っ張り棒は奥の壁に押し当て、梁と家具の間を突っ張って固定します。

＜突っ張り棒の注意点＞

左下の写真では引き出し危険の赤目印が出ています。また、家具の手前側の

固定では効果がありません。

4) ネジジャッキによる固定

ネジジャッキの台座は後方へのグラつきを防ぐため奥の壁に押し当てます。

突っ張り棒が引き出し過

ぎで、家具の手前側に

あり、効果がない。

突っ張り棒は奥の壁に押し当て、当て板を

入れる。上下にノンスリップシートを敷く。

改善前 改善後

写真ではＬ字金具を打ち込んでいる

が、間柱がないため効いていない。

角材を隙間にはめ込む。

角材を隙間にはめ込む。

ノンスリップシートを敷く。

突っ張り棒は奥の壁に押し当てる。

突っ張り棒は奥の壁に押し当てる。

家具の底面にはノンスリップシートを敷く。
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(4) 冷蔵庫など大型家電製品

1) 状況

冷蔵庫は背面に取手が

ついていて固定ベルト（ス

トラップ）で止められるよ

うになっているが、大体は

奥の隅に配置されている

ので取り付けられない。

状況に応じて以下の固

定方法を選択します。

2) 固定方法の事例

①下部のカバーを外して

ストッパーネジを引き出し、床に効くようにセットした上でノンスリップシー

トを敷きます。

②側面壁に発泡スチロー

ルのブロックを両面テ

ープで貼りつけ、冷蔵

庫との間にもノンスリ

ップシートをはさみま

す。

③吊戸棚との間に角材のクサビをはめ込みます。冷蔵庫

が前に出ようとすると締まる方向に一対のクサビを配

置し、両側にノンスリップシートを敷いてクサビを打ちます。

④奥の壁の間柱を探して、そこにアイストラップかピートンをねじ込み、冷蔵

庫の取手との間を結束バンドで縛ります。

⑤奥の壁に取手が当たっている場合はそのまま結束できますが、大きく開いて

いる場合には発泡スチロールブロックをはさんで結束バンドで締め上げます。

④ 結束バンド

⑤ 発泡スチロールブ

ロックと結束バンド

① ノンスリップシート

surisurippusi^to

③角材のクサビ

② 発泡スチロール

ブロックとノンスロッ

プシート

ネジジャッキの台座は奥の壁に押し当てる。

ネジジャッキの台座は奥の壁に押し当てる。

家具の底面にはノンスリップシートを敷く。
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3.2 小型家具

1) 状況

壁などに直接アングル固定が出来ない。

2) 壁のない小食器棚

①欄干～敷居に板材を渡し、固定壁とします。板材の固定壁は、左右、両側に

設置します。食器棚の底面に、リフターと楔を使ってノンスリップシートを敷

きます。

②食器棚の左右両側の板材固定壁と食器棚頭部をＬ字金具で固定します。

3) ビスを打てない小タンス（ハイチェスト等）

マンションで、後ろは戸境壁なので勝手にビス

は打てない状況にあります。

梁下との距離は 80cm あり、角材を立てて先端

にアジャスターボルトのネジジャッキを掛けます。

家具頭部とはアングルで止めます。角材には化粧の

壁紙を貼ります。載せてある人形ケースはガラスなので底に両面テープを貼り

ます。スピーカーの置き場の棚板にはノ

ンスリップシートを敷きます。

4) ビスを打てないローチェスト

角材を立てて先端にアジャスターボル

トのネジジャッキを掛け、圧迫感の無い

よう小物置きの棚を兼ねます。上に載せ

ているプリンターや電子レンジ等には

底にノンスリップシートを敷きます。

壁のない食器棚の固定：

板材の固定壁に食器棚を L 字金具で

固定します（左赤丸印）。床面にノン

スリップシートを敷きます。

ノンスリップシートを敷く。

背面の板材にＬ字金具で固定

する。

角
材
と
ネ
ジ
ジ
ャ
ッ
キ

ノンスリップシートを敷く。

角
材
と
ネ
ジ
ジ
ャ
ッ
キ

角
材
と
ネ
ジ
ジ
ャ
ッ
キ

ノンスリップシートを敷く。

角
材
と
ネ
ジ
ジ
ャ
ッ
キノンスリップ

シートを敷く。



10

5) その他の事例

４段重ねのブロックは合わせ面を接

着し、家具天板、天井ともシーリング材

で接着していますので割合しっかりし

ています。天井の奥の端は幾分強度があ

りますので軽い家具なら押さえられま

す。高さの調整が難しいですが、良く工

夫された事例です（右の写真）。

3.3 テレビ

(1) テレビボードの固定

1) 状況

3.11 の地震では、大きく揺れて、押さえていないと倒れそうであった。床は、

滑りやすいフローリングである。

発泡スチロールブロック

台所の小物入れの固定例

壁に両面テー

プで固定する。

ノンスリップシートを敷く。

ノンスリップシートを敷く。

隙間に板材をはめ込み、

両面テープで固定する。

合わせ面に両面テープ。

サイドテーブルとその上のショーケースの固定例

ノンスリップシートを敷く。

結束バンドでｊ固定する。

洗面所のタオル入れの固定例
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2) 固定方法

ＴＶボードを壁に押

し付けて、梁下とボー

ド頭部を短い突っ張り

棒（上下ともノンスリ

ップシート付）で固定

します。また、床面の

安定板にもノンスリッ

プシートを敷きます。

(2) キャスター付の台

に載ったテレビ

1) 状況

フローリング床ではロックを

掛けていても滑りやすい。

2) 固定方法

キャスターには、キャスター

ホルダーをセットした上、台と

脚の間には粘着ジェルが必須で

す。

テレビ本体側は上部に結束バ

ンドのベースを貼りつけ、壁側

は壁紙がざらざらしているので

ベースに建材用両面テープを重

ねて貼り、両者の間にワイヤーを伸ばして、結束バンドでつなぎます。掃除の

時、取り外し・取り付けが容易なようにするため、リユースタイプを使用しま

す。

(3) 大型テレビの転倒防止

1) 状況

テレビの脚下には、粘着マット（ジェル）が敷いてあるが、大きな揺れには

持たない状況にある。

2) 固定方法

テレビ台の底にノンスリップシートを敷き、奥に見えるボイド管（紙管）を

切ったものを、両端にマジックテープをつけて壁に止めて後ろ向きに倒れるの

を防ぎます。

結束バンド

（リユースタイプ）

粘着ジェルで固

定する。

ボードの床面にノンスリップシート

を敷き安定板を入れる。

本体は結束バンドで

ボードに固定する。

脚は粘着ジェル等で固定する。

上下にノンスリップシートを敷い

た突っ張り棒で固定する。
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3.4 電子レンジ、キッチンワゴンなど

(1) 食卓脇のサイドテーブルとその上の電気器具など

1) 固定方法

ラック（炊飯器などの置き場）は、車輪にキャスタ

ーホルダーを取り付け、結束バンドで食器棚側板に簡

易固定します。移動時に外せるタイプのリユース結束

バンドを用います。電子レンジやトースターなどを載

せる場合にはノンスリップシートを取り付けます。

食卓テーブルは、キャスターにキャスターホルダー

をセットします。

ポットの台座はマジックテープで固定します。マジ

ックテープは、掃除のときは剥がせます。

背面の板材に結束

バンドで固定する。

ノンスリップシートを敷く。

化粧紙を巻

いたラップの

紙芯

ノンスリップシートを敷く。

マジックテープ
ノンスリップシートを貼り付
けたキャスターホルダーを
取り付ける。



13

(2) パソコンラックの簡易固定

キャスターにホルダーをセット

し、上部は壁にリユースタイプの結

束バンドで簡易固定します。壁紙は

表面がざらざらなものが多いので、

両面テープを重ねて結束バンドの

ベースを貼りつけます。10 秒ほど強

く押し付けてからバンドを掛けま

す。粘着面がなじむにはさらに一日

かかりますので、きつく縛るのは翌

日まで待ちます。

結束バンドベースは、取り付け相手が化粧合板・ニス塗りの木材・表面の滑

らかなビニールクロスなどであればそのまま貼っても十分つきます。

3.5 ピアノ

(1) 電子ピアノの固定

電子ピアノは、比較的軽いので結束

バンドで壁に簡易固定します。ピアノ

の脚にはノンスリップシートを敷きま

す。

(2) アップライトピアノの固定

脚の車輪には樹脂の皿状の車輪止め

がありますが、硬い樹脂なのでフロー

リング床では滑りやすいです。皿の下

にノンスリップシートを敷きます。頭

の方は壁にアイプレート金具を取り付

けます。荷締めバンドは、回してやり

やすい位置でバックルがカチッと止め

られる長さに合わせて切り、末端を

各々アイプレートに堅結びします。バ

ックルのオスの方は、長さ調節が出来

ますので、締めてみて良いところで決

めます。緩みやすいので、折り返し部

をテープで巻いておくのが良いでしょ

う（写真で垂れ下がっている部分）。

結束バンド

アイプレート金具と

荷締めバンド

受け皿にノンスリップシートを敷く。

結束バンド 結束バンド

脚にノンスリップシートを敷く。
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3.6 仏壇

(1) 小仏壇の固定

仏壇を載せている台の底にノンスリップシートを敷きます。仏壇の底にも同

様に敷きます。仏壇の頭部は、壁に結束バンドで簡易固定します。

(2)大きな仏壇の固定

1) 状況

仏壇は高齢者の寝室に多い。突っ張り棒での固定は、緩みやすく、効きにく

い（左下の写真）。

2) 固定方法

仏壇と奥の窓枠との間をワイヤーとターンバックルで固定します（右下の写

真）。

⇒

別の方法として、鴨居にピートンと結束バンドで仏壇を固定する方法もあり

ます。仏壇の重量が 100Kg を超す場合には、強度 55kg の結束バンド２本を使用

します。

突っ張り棒は

緩みやすい。

ワイヤーとターンバックルで固定

改善前 改善後

ノンスリップシートを敷く。
結束バンドで壁に簡易固定した事例

結束バンド

結束バンド

ノンスリップシートを敷く。
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４ 使用する器材と使い方 （価格は概算金額）

家具転倒防止用の工具

下地センサーで壁裏の

間柱の位置の見当をつ

け、針で確認する。リ

フターは 100kg 用。も

っと重いものはバール

を使う。指を挟まない

ようにクサビを差し込んでからシートを敷く。

センサー：\2,000 （針式 \1,000）リフター：\1,300

ノンスリップシート（八幡ネジ）

じゅうたんの滑り止め用。必要な大きさにカットして使

う。

タンスには 4cm*10cm 角、テーブルには 7.5cm 角、電子

レンジ等には 5cm 角にカットする。

30cm 角（厚さ 1mm）：\800

アングル

小物以外は厚み 3mm のものを使用。家具の大小に合わせ

てサイズを選ぶ。\100～200。

間柱が細いときはネジが端に来ないようにスリムなも

のを使用する。家具の天板がベニヤで、側板しか効かな

いときも同じ。

木ネジは径 3.5～4mm、長さは 20mm 以上ねじ込む。石膏

ボードを介して間柱に止める場合はその厚みを足して 35mm 程度。相手材に割れが出ないよ

う、径 2.5mm の下穴をあけるか、ドリルネジを使用する。

クサビ

2*4材に勾配1/10の斜

め線を書き、ノコで挽

き、10cm ごとに切ると

16 セットのくさびが

出来る。各種厚みを組

み合わせると、2～15cm

の隙間用のものが出来る。2*4*1.8m 角材：\350
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ネジジャッキ

M10アジャスターボルト

を座付き高ナットにセ

ットして高さ調整ので

きるネジジャッキを作

り、2*4 角材または 1*6

板材の台座に乗せて必

要寸法にする。 アジャスターボルト M10*50：\300 座付き高ナット M10:\800/4 個（八幡

ネジ） 2*4*1.8m 角材：\350 1*6*1.8m 板材:\650

ワイヤー、ターンバッ

クル、ピートンなど

ステンレスワイヤー径

2mm を必要長さに切っ

て使用する。両端を折

り返しスリーブで輪を

作る。

ワイヤー：￥150/m 圧着スリーブ p-8 \1,070/100 個

とりつけ金具：ピートン#14:\150/2 個 アイストラップ：\100 アイプレート：\300～400

ターンバックル：\100～200 ワイヤーカッター：\1,700 圧着ペンチ：￥2,000

両面テープ（住友３Ｍ）

建築用厚手両面テープ。チェスト、小物家具の固定に用

いる。化粧合板、ビニールクロス、ベニヤ、生肌の木、

ざらざらした壁紙等にもよく付く。厚み 1mm*3cm 幅＊

10m 一巻：\2,000。 家電などの底に貼ると粘着ジェル

同等以上の付着力がある。壁面に貼る場合には、家具の

前面底に安定板を敷いて若干後ろにもたれかかるよう

に置いて、押し当て状態で使う。柔らかいので、はがす方向に力が加わると端から徐々に

めくれる。くっつけるときは十秒ほど強く押し付ける。すぐに大きな力を掛けないで、一

日位、相手になじむのを待つ。

マジックテープ（クラレ）

切り売りで巾 10cm*長さ 1m、オス：\1,200 メス:\800

小物なら 3cm 幅位に切って使う。

小型家具では 5cm 幅位に切って４枚使う。
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結束バンドとベース

結束バンドは配線、配管工事などに使われ、ベースは床

や壁に線を固定するのに使われる。バンドは固定・使い

っきりタイプと、取り外し・再結束可能のリユースタイ

プがある。掃除のために時々動かす物や小物には後者を

使う。

ベース： CK-30 \3,800/100 個 CK-40 \4,700/100 個（芝

軽粗材） ロックタイ（引っ張り強度 55kg）： \180/10 本

リユースタイ（引っ張り強度 22kg）： \700/50 本

キャスターホルダー（内村キャスター）

キャスターホルダー 車輪径 40 用 @80 径 50 用

@120 の底にノンスリップシートを切って接着したもの。

材質がポリエチレンなので接着が難しい。底面を粗ヤス

リで目荒らしした上で、ポリプロピレン用接着剤で実用

に耐えられるようになる。

荷締めバンド（ワンタッチベルト）

キャリーなどで荷物を運ぶ時に使うバンド。3m長さ＊２

本で￥400。一本のバンドの途中の良いところで切って、

オス・メスに分け、各々の端末を壁側に取り付けたアイ

プレートに堅結びし、家具に廻して、バックルでカチッ

と止める。オス側の余り部を引っ張って遊びをなくし、

緩まないようにテープ等で巻く。
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■参考資料

本レシピの内容の補足、詳細については、下記のＨＰをご覧ください。

家具転倒防止－経験交流サイトＨＰ 篠原進

http://www.kagutenntoubousi.com

■家具固定の応援をします。

東京いのちのポータルサイトにご連絡いただければ、ご支援協力をいたします。

東京いのちのポータルサイトＨＰにご連絡ください。

http://www.tokyo-portal.info/
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